
「地域における癌患者が自宅でできる電場を用いたがん治療機器開発」

• 低周波の高電位電場は、マウス皮下腫瘍モデルにおけるがん増殖を抑制する可能性が示された。
• 機序と再現性、臨床への外挿は今後さらなる検証が必要である。
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